
㈱
竜
画
葦
に
ち
な
ん
だ
年
中
行
事
 
 
 

筆
の
町
は
画
筆
の
町
で
あ
り
、
ま
た
刷
毛
の
町
で
も
あ
る
が
、
こ
の
華
や
画
筆
に
ち
な
ん
だ
年
中
行
事
は
多
い
。
町
の
中
に
 
 

は
農
柴
専
業
の
人
も
あ
る
が
、
筆
の
町
と
し
て
の
意
識
ほ
強
い
。
そ
れ
だ
け
に
筆
や
書
に
対
す
る
関
心
は
他
に
例
を
見
な
い
程
 
 

に
濃
厚
で
あ
る
。
し
た
が
つ
て
、
た
と
え
能
筆
家
で
な
い
と
し
て
も
害
を
見
る
こ
と
を
好
み
、
子
弟
の
善
教
育
に
熱
心
で
あ
る
 
 
 

筆
に
関
す
る
年
中
行
事
と
し
て
ほ
、
商
工
会
主
催
の
全
国
書
画
展
覧
会
と
筆
祭
り
が
あ
り
、
学
校
行
事
と
し
て
全
国
書
道
教
 
 

育
研
究
会
、
七
夕
読
書
（
画
）
会
等
が
あ
る
。
 
 

L
全
国
書
画
窯
賢
会
 
 
 

全
国
書
画
展
ほ
先
に
述
べ
た
よ
う
に
昭
和
七
年
に
開
催
さ
れ
た
の
が
ほ
じ
め
で
あ
る
。
戦
前
の
応
募
作
品
は
遠
く
朝
鮮
、
清
 
 

洲
、
台
湾
、
ハ
ワ
イ
等
、
広
汎
な
地
域
に
わ
た
つ
て
い
た
が
、
戦
後
当
然
そ
の
範
囲
ほ
縮
少
さ
れ
た
。
第
二
次
大
戦
の
苛
烈
な
 
 

時
や
戦
後
一
、
二
年
の
混
乱
期
ほ
全
国
的
書
道
教
育
の
低
調
さ
を
反
映
し
て
い
た
が
、
今
日
ま
た
昔
日
の
隆
盛
さ
を
思
わ
せ
る
 
 

よ
う
に
な
つ
て
き
た
。
 
 
 

現
在
、
（
昭
和
三
十
二
年
）
書
画
展
は
回
を
重
ね
る
こ
と
二
十
五
で
あ
る
が
、
こ
の
度
の
出
品
数
ほ
善
一
万
富
五
十
八
、
画
 
 

二
千
百
六
十
五
で
あ
つ
た
。
そ
の
実
態
は
年
に
よ
り
消
長
が
あ
り
、
参
加
区
域
の
変
遷
が
あ
る
こ
と
は
今
述
べ
た
と
お
り
で
あ
 
 

る
が
、
昭
和
二
十
八
年
度
を
例
に
と
つ
て
参
加
範
囲
や
表
彰
数
を
示
す
と
次
の
よ
う
で
あ
る
。
 
 
 

こ
の
全
国
書
画
展
ほ
案
内
状
ほ
も
ち
ろ
ん
応
募
作
品
そ
の
他
賞
状
、
賞
品
は
す
ぺ
て
郵
送
に
よ
つ
て
お
り
、
書
画
展
の
事
務
 
 

の
大
部
分
償
そ
の
方
面
で
盲
め
ら
れ
て
お
る
が
、
全
国
各
地
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
こ
れ
ら
の
作
品
ほ
、
熊
野
第
一
小
学
校
を
会
場
 
 

（し127）   



と
し
て
、
絢
欄
た
る
莫
の
殿
堂
を
展
開
し
、
応
募
者
は
勿
論
遠
く
離
れ
た
人
々
に
も
是
非
見
て
も
ら
い
た
い
光
景
で
あ
る
。
な
 
 

お
昭
和
三
十
二
年
度
の
案
内
状
発
送
数
は
県
内
千
首
三
通
、
県
外
千
四
百
五
十
通
で
、
展
覧
会
参
観
者
の
内
、
記
録
簿
に
記
入
 
 

さ
れ
た
名
は
町
外
約
四
音
名
に
上
る
と
い
う
盛
況
を
示
し
て
い
る
。
 
 

2
．
七
夕
兢
音
、
図
画
大
会
 
 
 

こ
れ
ほ
商
工
会
の
主
催
で
は
な
い
が
、
全
国
書
画
展
と
同
様
な
趣
旨
で
行
わ
れ
、
県
下
の
児
童
、
生
徒
の
実
技
を
筆
の
都
に
 
 

於
て
競
わ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
主
催
は
熊
野
町
教
育
委
員
会
と
熊
野
中
学
校
で
書
道
ほ
昭
和
二
十
六
年
七
月
そ
の
第
一
回
 
 

を
開
催
し
た
。
こ
の
催
し
ほ
、
戦
後
の
書
道
教
育
の
沈
滞
に
一
つ
の
推
進
体
と
し
て
の
場
を
設
け
よ
う
と
し
た
こ
と
に
始
ま
り
 
 

広
島
大
学
の
井
上
桂
園
民
ら
の
肝
入
り
が
あ
つ
た
。
当
時
と
し
て
ほ
広
島
は
勿
論
各
地
で
行
わ
れ
て
き
た
読
書
会
等
も
中
断
し
 
 

た
形
で
、
一
般
に
中
学
生
等
は
筆
の
使
い
方
も
思
い
に
ま
か
せ
な
い
状
態
で
あ
つ
た
。
そ
し
て
現
在
ま
で
七
つ
の
年
を
と
つ
た
 
 

わ
け
で
あ
る
。
 
 
 

図
画
大
会
ほ
お
く
れ
て
二
十
九
年
十
月
に
そ
の
．
第
一
回
を
開
催
し
た
。
筆
の
町
は
同
時
に
画
筆
の
町
で
あ
る
と
い
う
趣
旨
と
 
 

図
画
教
育
進
展
の
周
囲
の
要
望
と
に
応
え
ん
と
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
が
七
夕
競
書
会
と
一
体
化
し
て
現
在
に
及
ん
で
 
 

い
る
。
牽
牛
、
織
女
の
伝
説
は
遠
く
奈
良
時
代
の
万
葉
集
に
詠
ま
れ
て
い
る
が
、
こ
の
由
緒
深
い
七
夕
の
行
事
と
し
て
の
羞
書
 
 

（
画
）
会
ほ
、
古
い
夢
を
偲
ぶ
上
に
於
て
も
、
ま
た
か
り
に
子
供
に
は
七
夕
の
伝
説
は
忘
れ
ら
れ
た
と
し
て
も
、
こ
れ
か
ら
末
 
 

長
く
続
け
ら
れ
て
い
く
こ
と
だ
ろ
う
。
た
ゞ
し
主
催
者
と
し
て
ほ
、
毎
年
こ
の
頃
や
つ
て
く
る
天
候
不
順
と
学
期
試
験
に
よ
る
 
 

参
加
者
の
苦
心
を
か
こ
つ
て
い
る
。
参
加
者
そ
の
他
の
概
要
ほ
次
の
よ
う
で
あ
る
。
 
 

第
七
回
七
夕
競
書
・
第
四
回
競
画
会
 
（
昭
≡
「
七
、
七
）
 
 

．
 
 
 

第
二
十
一
回
 
全
 
国
 
書
 
画
 
展
 
覧
 
会
 
（
昭
二
八
工
丁
天
－
元
）
 
 

3
草
 
 
葉
 
 
 

日
本
三
筆
の
一
人
で
あ
る
嵯
峨
天
皇
を
偲
び
 
 

あ
わ
せ
て
本
町
製
撃
の
元
祖
と
称
せ
ら
れ
る
井
 
 

上
治
平
、
音
丸
常
太
の
両
筆
司
の
功
労
を
謝
し
 
 

更
に
毛
筆
製
造
に
対
す
る
精
進
を
祈
念
す
る
意
 
 

味
に
於
て
、
昭
和
十
年
九
月
二
十
四
日
、
熊
野
 
 

商
工
会
設
立
十
周
年
を
卜
し
て
そ
の
第
一
回
が
 
 

開
催
せ
ら
れ
た
。
そ
の
後
毎
年
秋
の
彼
岸
の
日
 
 

盛
大
に
挙
行
せ
ら
れ
、
本
年
（
昭
和
三
十
二
年
 
 

）
ほ
熊
野
筆
発
祥
の
弘
化
三
年
か
ら
滴
首
十
年
 
 

小  
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上
は
大
杉
ハ
、
ヤ
ン
ト
ナ
 
八
幡
宮
 
 

国
 
輩
は
七
十
 
サ
ツ
】
一
り
ヤ
サ
 
 

≡
匿
も
か
わ
る
 
（
ハ
、
エ
ヅ
サ
カ
セ
）
 
 
 

嘆
い
た
喝
陽
花
た
ゞ
七
度
 
ソ
り
ヤ
 
 

嘆
い
た
紫
陽
花
ハ
、
ヤ
ン
ト
ナ
 
た
ゞ
七
監
 
 

物
 
熊
野
笠
屋
の
 
サ
ツ
コ
Ⅴ
ヤ
サ
 
 

変
司
の
唄
は
 
（
ハ
、
エ
ツ
サ
カ
セ
）
 
 
 

山
の
木
管
も
き
ゝ
な
び
く
 
ソ
∴
リ
ヤ
 
 

山
の
木
莞
も
ハ
、
ヤ
ソ
ト
ナ
 
き
ゝ
な
び
く
 
 

筆
 
ま
 
つ
 
り
 
（
下
）
 
 

H
 
宅
も
み
楽
で
も
 
サ
ツ
コ
リ
ヤ
サ
 
 

恰
好
．
つ
け
ア
毘
采
ぬ
 
（
ハ
、
エ
ツ
サ
カ
セ
）
 
 
 

簗
司
ア
見
た
よ
な
秦
じ
や
な
い
 
ツ
ヮ
ヤ
 
 

の
表
彰
、
つ
い
で
余
興
と
し
て
の
筆
踊
 
 

り
に
終
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

筆
踊
り
の
歌
詞
は
左
に
掲
げ
る
が
、
 
 

す
で
に
レ
．
コ
ー
ド
に
も
吹
き
込
ま
れ
て
 
 

お
り
、
遠
い
地
に
お
い
て
親
し
ま
れ
て
 
 

い
る
の
に
時
に
驚
く
こ
と
が
あ
る
。
 
 
 

熊
野
の
盆
踊
り
ほ
白
昼
、
男
子
だ
け
 
 

が
神
社
の
境
内
で
踊
る
由
緒
深
い
も
の
 
 

で
あ
る
が
、
こ
の
筆
踊
り
ほ
着
飾
っ
た
 
 

少
女
達
が
部
落
毎
に
可
憐
な
技
を
展
開
 
 

し
、
平
和
な
一
日
を
神
社
境
内
に
送
る
 
 

の
で
あ
る
。
 
 
 

事
実
筆
祭
は
筆
の
都
の
美
わ
し
い
行
 
 

に
な
る
の
で
、
特
に
意
義
深
く
行
わ
れ
た
。
 
 

筆
祭
と
い
え
ば
馴
れ
な
い
人
に
ほ
異
様
に
聞
え
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
当
日
の
行
事
ほ
祭
典
に
始
ま
り
、
毛
筆
製
造
技
術
者
 
 

。
 
 
 

筆
 
ま
 
つ
 
り
 
（
上
）
 
 

H
 
蛮
の
部
よ
 
サ
ブ
↓
二
り
ヤ
サ
 
 

4
．
全
国
書
道
教
育
研
究
会
 
 

こ
れ
に
つ
い
て
ほ
教
育
の
項
で
概
述
し
た
の
で
こ
こ
で
は
省
略
し
た
い
。
 
 
 

編作作  
曲曲詞   

片藤野  

岡井 口  

志滞雨  

行水隋  

笠
司
見
た
よ
な
ハ
、
ヤ
ソ
ト
ナ
 
楽
じ
や
な
い
 
 

⇔
 
人
に
際
し
て
 
サ
ツ
ー
一
り
ヤ
サ
 
 

苦
く
た
よ
り
さ
え
 
（
ハ
、
エ
ツ
サ
カ
セ
）
 
 
 

堕
の
命
毛
に
や
か
く
さ
れ
ぬ
 
ツ
リ
ヤ
 
 

輩
の
命
毛
に
や
∴
、
ヤ
ソ
ト
ナ
 
か
く
さ
れ
ぬ
 
 

囲
 
忘
れ
な
さ
る
な
 
サ
ツ
コ
リ
ヤ
サ
 
 

踊
の
城
山
の
 
（
ハ
、
エ
ツ
サ
カ
セ
）
 
 

下
は
熊
野
の
輩
ど
こ
ろ
 
ソ
∴
リ
ヤ
 
 

下
は
熊
野
の
ハ
、
ヤ
ソ
ー
ナ
 
輩
併
 
 

囲
 
迷
つ
ち
や
な
ら
な
い
 
サ
ツ
コ
リ
ヤ
サ
 
 

整
ど
こ
ろ
追
分
の
松
を
 
（
ハ
、
エ
ツ
サ
カ
セ
）
 
 

整
の
熊
野
の
目
じ
る
し
に
 
ソ
リ
ヤ
 
 

輩
の
熊
野
の
ハ
、
ヤ
ソ
ト
ナ
 
日
じ
る
し
に
 
 

熊
野
の
町
は
 
（
ハ
、
エ
ツ
サ
カ
セ
）
 
 
 

姉
も
蘇
も
塞
造
る
 
ツ
ワ
ヤ
 
 

姉
も
妖
も
ハ
、
ヤ
ソ
ト
ナ
 
輩
つ
く
る
 
 

肖
 
九
十
九
段
の
 
サ
ツ
コ
リ
ヤ
サ
 
 

石
段
の
ぽ
り
や
 
（
ハ
、
エ
ツ
サ
カ
セ
）
 
 
 

上
は
大
杉
八
幡
宮
 
ソ
リ
ヤ
 
 

、㍉ト、＿＿ふゝ   
筆 祭 の 踊 り   

毎年秋に行われる筆祭の風景、今年（32年）は熊野袈発   
祥の盲十年禁で特に盛大であったが、あいにくの雨で、   
頗る人も地下の毛蟹元祖もともに秋空をうらめしく思つ   
たことだろう。  

事
の
一
つ
で
あ
る
 
 
 

ち
な
み
に
こ
の
撃
踊
り
は
 
 

昭
和
三
十
年
八
月
、
東
京
の
 
 

日
比
谷
公
会
堂
に
於
て
満
都
 
 

に
紹
介
さ
れ
た
。
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